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研究成果の概要（和文）： 
本研究は近年、顕著に見られる日本企業の製品設計、生産、メンテナンスなどのミスなどに

よって引き起こされた製品の市場でのトラブルなど品質に関する事故（品質事故）と組織能力

との関係をシステム的に分析し、品質事故を未然防止する最適な組織マネジメントのあり方を

考察するものである。国内の大手製造業や海外の世界的な製造業および医療機関などの組織で

過去に発生した品質事故の原因分析、再発防止策とその有効性、未然防止策の実施状況を調査

した結果を踏まえて品質事故防止の品質マネジメントと未然防止手法に関する提案を行なった。

特に小集団活動など組織的な品質マネジメントとイノベーションマネジメントのあり方を考察

し、これらのマネジメントにおける社長や CQO(Chief Quality Officer)などの経営者層や設計

部門、製造部門などの管理者の役割に言及し、組織における人的資源管理や組織行動特性、組

織能力に関する視点から品質事故防止のための組織能力、組織マネジメントのあり方を提案し

た。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research systematically analyzes the relation between the accident concerning the 

quality like the trouble (Quality accident) in the market of the product caused by mistakes 

of the product design, production, and the maintenance, etc. of the Japanese enterprise 

remarkably seen in recent years and the organizational ability. And it is the one to consider 

the ideal way of the excellent organization management that prevents from Quality 

accident. 

The Quality Management to prevent from Quality accidents and prevention techniques are 

proposed based on the result of investigating the executions and the root cause analysis of 

the Quality accidents that occurred in the organizations such as major domestic and 

overseas manufacturing companies and medical institutions. Especially, the better way of 

systematic Quality Management and innovation management through small group 

activities analysis is considered, and roles of top management such as presidents and CQO 
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(Chief Quality Officer) with roles of managers of design sectors and the fabrication sectors, 

etc. are referred.  It proposes the organizational ability for the Quality accident prevention 

and the better way of the organizational management from the view points of human 

resource administration in the organization and the aspects concerning the organization 

behavioral trait and the organizational ability. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、自動車や家電製品のリコール、無償

修理、食品等の無償回収の事例が目立つよう

になった。こうした品質に関する事故の組織

要因の分析は、技術的な面での再現検証やヒ

ューマンエラーとして捉える産業心理学的

な研究は多く行われているものの、企業組織

論や経営学の分野からの要因分析は十分に

行なわれているとは言えなかった。 

また、技術面から設計者、技術者の技術能

力のあり方を分析した研究はあるが、組織内

の意思決定や人材のマネジメント能力とい

った要因には触れられていなかった。 

一方、産業組織心理学の側面からヒューマ

ンエラーという要因に着目する組織事故分

析は、個人の心理とその行動を出発点にして

いることから職務特性に関する分析は加味

されるものの、組織の歴史的な成り立ちや業

界としての特性を踏まえた分析については

不十分であった。 

更に、未然防止という目的からシステム工

学に基づく研究もあるが、実際の品質事故の

要因分析を深く行なわないまま対策作りが

先行しているという一面がある。 

以上のようなアプローチに対して、経営学

や企業論の面からのアプローチによる要因

分析が必要であった。 

 
２．研究の目的 
近年、顕著に見られる日本企業の製品設計、

生産、メンテナンスなどのミスなどによって

引き起こされた製品の市場でのトラブルな

ど品質に関する事故（品質事故）と組織能力

との関係を、企業戦略やビジョンによる方向

づけなどの因子から日常のオペレーション、

さらには商品サービスの品質、顧客満足度と

いうアウトプットやアウトカムまでの一連

の企業の経営品質をシステム的に分析し、品

質事故を未然に防止する最適な組織マネジ

メントのあり方を提案する。 



 
３．研究の方法 
品質事故の過去の研究に関する文献調査、製

造業（自動車業界、電機機器業界）医療組織

（病院）を中心に、品質事故の要因を把握す

るために国内外でのインタビュー調査を行

った。  

 

４．研究成果 

上記の研究概要に述べたように品質事故

及び事故防止のマネジメントと未然防止手

法に関する提案を行なった。また小集団活動

など組織的な品質マネジメントとイノベー

ションマネジメントのあり方を考察し、組織

における人的資源管理や組織行動特性、組織

能力に関する視点から品質事故防止のため

の組織能力、組織マネジメントのあり方を提

案した。これらの成果は次に述べるように国

内外の学会誌への論文掲載や国際会議での

発表、単行本の出版により公開した。 
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